
教職学協働

（B－２）チーム 潤い

～学内バイトのススメ～

テーマを選定した背景

• 職員から学生に対して既にあらゆる媒体で、周知
を働きかけているが、確認を怠る学生が多く、職
員としては学生に当事者意識を持たせたい。

•学内バイトを通じて
大学と学生とのかかわりを学生自身に実感させた
い!!

自発的に動くことができる学生
を育成したい・・・!！



P 教職学協働計画

【学内バイトの実施】

・各課から必要に応じ、求人情報の発信を行う。

・学生は授業の空き時間等にアルバイトすることが
できる

（求人情報については、学生個人のポータルサイト
で知ることができる）

・学生→これらの仕事を行い、賃金をもらう

→アルバイト後にアンケート報告書を作成する

Webから登録可能！！



【段階別に内容を設定】

・授業の空き時間に手軽に行うことができる内容
（学内清掃、アドミッション、各課・研究室の

雑務・庶務、留学生対象のバイト、図書館、
ガイダンス、就職相談等、内容は様々）

・内容を階層別に設けて、学生自らステップアップ
できるようにする

→自分たちで計画を立てて、実際にどうであったか、
フィードバックしてもらう

アルバイト内容を階層別に分ける
→ステップアップ、育成へ

自主性を
どんどん伸ばす



D－1 システムの構築
• 学生の登録ツール、人事、費用、学生の連絡ツー
ル、時間の制限
→（ポートフォリオ）継続的なアンケートを学
生・教職員・卒業生に課す

• 学生数名で期間を指定して試行

• どのように周知するか

D－3 運用・保守

D－2 運用テスト

C 管理

→データの収集をすることによって満足度を調査

●卒業後も・・・
「この取り組みが実際に社会に出た時に、
どのように生かされたか」

「どのような取り組みがあれば、良かったか」
→アンケートを収集し、今後に活かす

アルバイトにかかわるデータ
×

その他学生データ・アンケート



A 検証・評価

• Cで得たデータを基に、事例を抽出し、紹介・改善

を行う

大学生活４年間を知ってもらう

→社会性をもって、自発的な学生生活を！

それを糧に○○大学卒業生として、

社会で活躍してもらいたい！


